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内容説明

本書は、比較社会学の視座から現代社会を考察してきた著

者が、生命史における「個体」発生とその主体化の画期的意

義を明らかにする。遺伝子理論・動物行動学・動物社会学の

成果に向き合いつつ、動物個体の行動の秘密を探り、「自

我」成立の前提を鮮やかに解明する。「人間的自我」を究明

する著者ならではの野心作。
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ＣＡＲＡＶＡＮＳＥＲＡＩ：自我という都市

１　動物の「利己／利他」行動

２　利己的な遺伝子「理論」

３　生成子の旅―「個の起原」の問い

４　共生系としての個体―個体性の起源

５　創造主に反逆する者―主体性の起原

６　「かけがえのない個」という感覚―自己意識の起原

７　誘惑の磁場―エクスタシー論

テレオノミーの開放系―個の自己裂開的な構造

補論１　「自我の比較社会学」ノート

補論２　性現象と宗教現象―自我の地平線
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内容説明

本書は、動物や人間社会でみられる親子の対立と保護、兄

弟の闘い、雄と雌の闘い、攻撃やなわばり行動などの社会

行動がなぜ進化したかを説き明かしたものである。著者は、

この謎解きに当り、視点を個体から遺伝子に移し、自らのコ

ピーを増やそうとする遺伝子の利己性から、説明を試みる。

大胆かつ繊細な筆運びで、ここに利己的遺伝子の理論は完

成した。
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１　人はなぜいるのか

２　自己複製子

３　不滅のコイル

４　遺伝子機械

５　攻撃―安定性と利己的機械

６　遺伝子道

７　家族計画

８　世代間の争い

９　雄と雌の争い

１０　ぼくの背中を掻いておくれ、お返しに背中をふみつけて

やろう

１１　ミーム―新登場の自己複製子

１２　気のいい奴が一番になる

１３　遺伝子の長い腕

出版社内容情報

生物界を操る利己的遺伝子の真相に迫る天才的生物学者

の洞察が，世界の思想界を震憾させる――世界 13カ国語に

翻訳された大ベストセラーで，生物・人間観を根底から揺る

がす。動物や人間社会でみられる親子の対立と保護，兄弟

の争い，雄と雌の闘い，攻撃やなわばり行動などの社会行

動の進化を，遺伝子の利己性から説明した衝撃の話題作！

★日高敏隆さん

（訳者）「『利己的な遺伝子』のインパクト」

（「i feel」出版部 50周年記念号より）★

「　リチャード・ドーキンスの『利己的な遺伝子』の原著が刊行

されてから、はや三十年になる。世界にとって、日本にとって、

この三十年とは何であったのだろうか？



　一九七六年『The selfish gene』と題されたこの本が出版さ

れると、イギリスの「Nature」やアメリカの「Science」といった

著名な科学雑誌をはじめとして、さまざまな書評が次々と出

た。「われわれは遺伝子の乗りものである」というこの本の出

現は、それほどショッキングなできごとであったのである。

　かつてナチス・ドイツが誇らしげに唱えていた「Deutschland 

über alles」

（すべてに冠たるドイツ国）ということばをもじって、「Genes 

über alles」

（すべてに冠たる遺伝子）と題した書評もあった。

　「連綿と生きつづけていくのは遺伝子であって、個人や個体

はその遺伝子の乗りもの

（vehicle）であり、遺伝子に操られたロボットにすぎない」とい

うドーキンスの主張は、到底すなおに受け入れられるもので

はあり得なかったのだ。

　ドーキンス自身が述べているとおり、この考えはドーキンス

のオリジナルではない。古くからあるヴァイスマンの「生殖質

連続説」の流れに乗ったものであり、集団遺伝学や現代動物

行動学の成果の当然の帰結であった。ドーキンスはそれを象

徴するキャッチフレーズとして、The selfish gene ということば

を創造したのである。

　しかしこのキャッチフレーズのインパクトは絶大なもので

あった。The selfish gene つまり利己的な遺伝子ということば

はたちまちにして世界じゅうに広まり、人々の日常会話の中

に浸透していった。「利己的遺伝子」という遺伝子が存在する

と思いこんでしまった人々も少なくない。

　そのような状況の中でちゃんと理解されていたのかどうか

わからないのは、「遺伝子の利己性」というものを強調しよう

としたこの「利己的遺伝子」観が、ダーウィンの進化論を本来

の姿で捉え直すものであったということである。



　この The selfish gene というキャッチフレーズのもとにドーキ

ンスが述べた「正しい」ダーウィン主義の視点は、当然ながら

「種族維持」という従来の概念とは完全に対立することになる。

　「私はダーウィン以上にダーウィン主義者なのです」と言っ

ていたコンラート・ローレンツは、一九七三年にノーベル生

理・医学賞を受賞している。動物行動学の開拓者としての彼

の業績とその影響は評価しきれないくらい大きいものである

が、「行動は種族維持のために進化した」とするローレンツの

考え方は、この本で根本的に批判されている。動物の行動は

種族維持のためにではなく、利己的な遺伝子の存続のため

に進化したのであって、種族維持はその結果にすぎないのだ。

　かつてわれわれは、生物には個体維持と種族維持という二

つの働きがあると教えられた。今でもそう思っている人がいる。

しかしこの二つは遺伝子の存続という点では一つの現象な

のである。

　「種族維持」という進化の根幹に関わる発想が否定されたこ

のことは、『利己的な遺伝子』刊行後の三十年間における

もっとも大きな転換であったといってよいであろう。

　「個体発生は系統発生をくりかえす」という古くヘッケル以来

の伝説のようなものがある。これも進化の根幹にふれる問題

として人々の心を長い間とらえてきたが、ごく最近出た『個体

発生は進化をくりかえすのか』

（倉谷滋著、岩波科学ライブラリー）に明快に述べられている

とおり、要するに生物の発育のプログラムの問題ではないだ

ろうか。そしてこの発育のプログラムも、利己的な遺伝子に

よって組み立てられたものなのである。

　ただし、プログラムを作りあげているのは遺伝子の集団で

あって、どれか特定の遺伝子ではない。そしてプログラムが



どのようにしてできるのかは、「ヒト・ゲノム」がわかったからと

いってすぐにわかるようなものではない。

　けれどこのプログラムは人をロボットのように操っているの

ではない。遺伝的プログラムは厳然として存在しているが、そ

れを具体化していくのは、個体であり個人なのである。

　ドーキンスの『利己的な遺伝子』の邦訳が出版されたとき、

それを手にした多くの人々は何か癪にさわるものを感じたら

しい。しかし癪にさわると思いつつもついつい読んでしまった

と言っていた。このあたりにこの本のもつ興味ぶかい意味が

あるような気がする。ドーキンスがこの本で提示した「ミーム」

について論じたスーザン・ブラックモアの本

（『ミーム・マシーンとしての私』草思社）も読み、彼女の話も

聞いたが、「ミーム」

（模倣子）なるものと利己的な遺伝子との関係は、やはり謎に

包まれたままである。」
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ブラックモア，スーザン【著】〈Ｂｌａｃｋｍｏｒｅ，Ｓｕｓａｎ〉/垂水 

雄二【訳】

草思社（2000/07 発売）
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内容説明

なぜ、人間だけが文化をもつのか。高度な技術や言語、宗教

は、なぜ存在するのか。それは人間にだけ、模倣の能力があ

るからだ。人間だけが何かを模倣することができる。ファッ

ション、技術、イデオロギーなど、すべての文化は限りない模

倣の連鎖の中で生まれ、死んでゆく。この単純な事実から、

文化の本当の姿、自己意識の正体が解き明かされる。リ

チャード・ドーキンスによって提唱された、文化の遺伝子“ミー

ム”の概念を深化させ、ダーウィニズムの手法を文化・文明

の解明に適用した革命的文明論。
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文化は進化している！人はなぜ考えずにいられないのか？

言語の起源は？生物学では決して答えられないこの問いに、

ミーム学が挑む。
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http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%9E%82%E6%B0%B4+%E9%9B%84%E4%BA%8C
https://www.amazon.co.jp/dp/479420986X?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784794209863
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%AE%E7%A7%81%E3%80%88%E4%B8%8B%E3%80%89
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784794209863
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%AE%E7%A7%81%E3%80%88%E4%B8%8B%E3%80%89
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%AE%E7%A7%81%E3%80%88%E4%B8%8B%E3%80%89+%E3%83%96%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%A2%E3%82%A2%EF%BC%8C%E3%82%B9%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%B3%2B%E5%9E%82%E6%B0%B4%E9%9B%84%E4%BA%8C%E3%80%90%E8%A8%B3%E3%80%91


１５　ミーム複合体としての宗教

１６　インターネットのなかへ

１７　「私」という究極のミーム複合体

１８　ミーム競争からの離脱





 

宮沢賢治 - 存在の祭りの中へ

見田宗介

岩波書店（2001/06 発売）    岩波現代文庫

サイズ 文庫判／ページ数 300p／高さ 15cm

ISBN：9784006020354

NDC 分類：910.268

価格： 1,123

                     (ebook)

   ebook/910/宮沢賢治 - 存在の祭りの中へ.pdf

出版社内容情報

幻想と現実，存在の肯定と否定，宮沢賢治の「世界」は外へ

内へと転回しつづける．我々を永遠に魅了する数々の作品

表現の深層に，その意識・身体・自我を探索し，近代を駆け

ぬけた人間賢治の軌跡を現代の思想として構築する．

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B
file:///X:/ebook/910/%E5%AE%AE%E6%B2%A2%E8%B3%A2%E6%B2%BB%20-%20%E5%AD%98%E5%9C%A8%E3%81%AE%E7%A5%AD%E3%82%8A%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%B8.pdf
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
https://www.amazon.co.jp/dp/400602035X?tag=nbooks-22
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784006020354
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E5%AE%AE%E6%B2%A2%E8%B3%A2%E6%B2%BB%20-%20%E5%AD%98%E5%9C%A8%E3%81%AE%E7%A5%AD%E3%82%8A%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%B8
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784006020354
https://www.google.co.jp/search?q=%E5%AE%AE%E6%B2%A2%E8%B3%A2%E6%B2%BB%20-%20%E5%AD%98%E5%9C%A8%E3%81%AE%E7%A5%AD%E3%82%8A%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%B8+
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E5%AE%AE%E6%B2%A2%E8%B3%A2%E6%B2%BB%20-%20%E5%AD%98%E5%9C%A8%E3%81%AE%E7%A5%AD%E3%82%8A%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%B8+




 

新編　銀河鉄道の夜

宮沢 賢治【著】

新潮社（2012/04 発売）

サイズ 文庫判／ページ数 423p／高さ 16cm

ISBN：9784101092058

NDC 分類：913.8

価格： 451（税込）

新潮文庫

                     (ebook)

   ebook/913/新編　銀河鉄道の夜.pdf

内容説明

貧しく孤独な少年ジョバンニが、親友カムパネルラと銀河鉄

道に乗って美しく悲しい夜空の旅をする、永遠の未完成の傑

作である表題作や、「よだかの星」「オツベルと象」「セロ弾き

のゴーシュ」など、イーハトーヴォの切なく多彩な世界に、「北

守将軍と三人兄弟の医者」「饑餓陣営」「ビジテリアン大祭」を

加えた１４編を収録。賢治童話の豊饒な味わいをあますとこ

ろなく披露する。

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%AE%AE%E6%B2%A2+%E8%B3%A2%E6%B2%BB
file:///X:/ebook/913/%E6%96%B0%E7%B7%A8%E3%80%80%E9%8A%80%E6%B2%B3%E9%89%84%E9%81%93%E3%81%AE%E5%A4%9C.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E6%96%B0%E6%BD%AE%E7%A4%BE
https://www.amazon.co.jp/dp/4101092052?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784101092058
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E6%96%B0%E7%B7%A8%E3%80%80%E9%8A%80%E6%B2%B3%E9%89%84%E9%81%93%E3%81%AE%E5%A4%9C
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784101092058
https://www.google.co.jp/search?q=%E6%96%B0%E7%B7%A8%E3%80%80%E9%8A%80%E6%B2%B3%E9%89%84%E9%81%93%E3%81%AE%E5%A4%9C
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E6%96%B0%E7%B7%A8%E3%80%80%E9%8A%80%E6%B2%B3%E9%89%84%E9%81%93%E3%81%AE%E5%A4%9C%20%EF%BC%88%E6%94%B9%E7%89%88%EF%BC%89+%E5%AE%AE%E6%B2%A2%E8%B3%A2%E6%B2%BB




 

気流の鳴る音―交響するコミューン

真木 悠介【著】

筑摩書房（2003/03 発売）

サイズ 文庫判／ページ数 233p／高さ 15cm

ISBN：9784480087492

NDC 分類：361.7

価格： 945（税込）

ちくま学芸文庫

                     (ebook)

   ebook/361/気流の鳴る音―交響するコミューン.pdf

内容説明

「知者は“心のある道”を選ぶ。どんな道にせよ、知者は心の

ある道を旅する。」アメリカ原住民と諸大陸の民衆たちの、呼

応する知の明晰と感性の豊饒と出会うことを通して、「近代」

のあとの世界と生き方を構想する翼としての、“比較社会学”

のモチーフとコンセプトとを確立する。

目次

気流の鳴る音

（「共同体」のかなたへ

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E7%9C%9F%E6%9C%A8+%E6%82%A0%E4%BB%8B
file:///X:/ebook/361/%E6%B0%97%E6%B5%81%E3%81%AE%E9%B3%B4%E3%82%8B%E9%9F%B3%E2%80%95%E4%BA%A4%E9%9F%BF%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%B3.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E7%AD%91%E6%91%A9%E6%9B%B8%E6%88%BF
https://www.amazon.co.jp/dp/4480087494?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480087492
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E6%B0%97%E6%B5%81%E3%81%AE%E9%B3%B4%E3%82%8B%E9%9F%B3%E2%80%95%E4%BA%A4%E9%9F%BF%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%B3
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784480087492
https://www.google.co.jp/search?q=%E6%B0%97%E6%B5%81%E3%81%AE%E9%B3%B4%E3%82%8B%E9%9F%B3%E2%80%95%E4%BA%A4%E9%9F%BF%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%B3
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E6%B0%97%E6%B5%81%E3%81%AE%E9%B3%B4%E3%82%8B%E9%9F%B3%E2%80%95%E4%BA%A4%E9%9F%BF%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%B3+%E7%9C%9F%E6%9C%A8%E6%82%A0%E4%BB%8B


カラスの予言―人間主義の彼岸

「世界を止める」―“明晰の罠”からの解放　ほか）

旅のノートから

（骨とまぼろし

（メキシコ）

ファベーラの薔薇

（ブラジル）

時間のない大陸

（インド））

交響するコミューン

（彩色の精神と脱色の精神―近代合理主義の逆説

色即是空と空即是色―透徹の極の転回

生きることと所有すること―コミューン主義とはなにか　ほか）





 

時間の比較社会学

真木 悠介【著】

岩波書店（2003/08 発売）

サイズ 文庫判／ページ数 331p／高さ 15cm

ISBN：9784006001087

NDC 分類：361

価格： 1,260（税込）

岩波現代文庫

                     (ebook)

   ebook/361/時間の比較社会学.pdf

内容説明

原始共同体、古代日本、ヘレニズムとヘブライズム、近代社

会―文化と社会の形態によって異なる時間の感覚と観念を

比較検討し、近代的自我に特有の時間意識がどのように形

成されたかを、自然と人間、共同体と都市、市場と貨幣等々

の関係のなかで解明する。近代世界の自己解放の運動の一

環を担う比較社会学の深い洞察に満ちた労作。

目次

序章　時間意識と社会構造

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E7%9C%9F%E6%9C%A8+%E6%82%A0%E4%BB%8B
file:///X:/ebook/361/%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
https://www.amazon.co.jp/dp/4006001088?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784006001087
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784006001087
https://www.google.co.jp/search?q=%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6+%E7%9C%9F%E6%9C%A8%E6%82%A0%E4%BB%8B


第１章　原始共同体の時間意識

第２章　古代日本の時間意識

第３章　時間意識の四つの形態

第４章　近代社会の時間意識―

（１）時間への疎外

第５章　近代社会の時間意識―

（２）時間の物象化

結章　ニヒリズムからの解放

出版社内容情報

文化と社会の形態によって異なる時間の感覚と観念を比較

検討し，近代的自我に特有の時間意識がどのように形成さ

れたかを，自然と人間，共同体と都市，市場と貨幣等々の関

係のなかで解明する．現代社会学の名著．





 

カルロス・カスタネダ

島田 裕巳【著】

筑摩書房（2002/02 発売）

サイズ 文庫判／ページ数 534p／高さ 15cm

ISBN：9784480086846

NDC 分類：289.3

ちくま学芸文庫

                     (ebook)

   ebook/289/カルロス・カスタネダ.pdf

内容説明

今もなおロングセラーを続けている「呪術師ドン・ファン・シ

リーズ」の著者、カルロス・カスタネダは、その著作が最初に

登場したときから、多くの謎につつまれていた。そもそも実在

すらが疑われ、著作の内容も常に毀誉褒貶にまみれていた。

カスタネダとは一体何者だったのか？ドンファン・シリーズは、

何だったのか？彼のライフヒストリー、著述の内容をつぶさに

検証し、幾重にも重なった仮面の下に潜む素顔とその思想を

白日のもとに曝す。従来のカスタネダ神話を脱構築し、新た

な相貌の獲得を大胆に目論む挑発的な試み。

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%B3%B6%E7%94%B0+%E8%A3%95%E5%B7%B3
file:///X:/ebook/289/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%80.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E7%AD%91%E6%91%A9%E6%9B%B8%E6%88%BF
https://www.amazon.co.jp/dp/4480086846?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480086846
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%80
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784480086846
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%80
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%80+%E5%B3%B6%E7%94%B0%E8%A3%95%E5%B7%B3


目次

カスタネダとの出会い

ドン・ファンは実在するのか

幻覚性植物

エスノメソドロジー

イニシエーション

スーツを着た呪術師

呪術師の説明

高められた意識状態

ドン・ファン密教

カスタネダの弟子たち〔ほか〕





 

リキッド・モダニティ―液状化する社会

バウマン，ジークムント【著】〈Ｂａｕｍａｎ，Ｚｙｇｍｕｎｔ〉/森田 

典正【訳】

大月書店（2001/06 発売）

サイズ B6 判／ページ数 279,／高さ 20cm

ISBN：9784272430574

NDC 分類：304

                     (ebook)

   ebook/304/リキッド・モダニティ―液状化する社会.pdf

内容説明

重く堅固な、「ハードウェア」型近代から、軽く柔らかな、「ソフ

トウェア」をキーワードとする時代へ。ゆたかなイメージを示し

ながら、著者は、「いま」という時代がどこへむかって流れて

ゆこうとしているのかを描きだす。現代のもっとも創造的な思

想家による、はげしく変転する社会・政治生活条件について

の才気あふれる分析。

目次

１　解放

（自由は祝福か呪いか

批判の盛衰　ほか）

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%83%90%E3%82%A6%E3%83%9E%E3%83%B3%EF%BC%8C%E3%82%B8%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%A0%E3%83%B3%E3%83%88
file:///X:/ebook/304/%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%80%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E6%B6%B2%E7%8A%B6%E5%8C%96%E3%81%99%E3%82%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%A4%A7%E6%9C%88%E6%9B%B8%E5%BA%97
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%A3%AE%E7%94%B0+%E5%85%B8%E6%AD%A3
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%A3%AE%E7%94%B0+%E5%85%B8%E6%AD%A3
https://www.amazon.co.jp/dp/4272430572?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784272430574
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%80%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E6%B6%B2%E7%8A%B6%E5%8C%96%E3%81%99%E3%82%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784272430574
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%80%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E6%B6%B2%E7%8A%B6%E5%8C%96%E3%81%99%E3%82%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%80%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E6%B6%B2%E7%8A%B6%E5%8C%96%E3%81%99%E3%82%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A+%E3%83%90%E3%82%A6%E3%83%9E%E3%83%B3%EF%BC%8C%E3%82%B8%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%A0%E3%83%B3%E3%83%88%2B%E6%A3%AE%E7%94%B0%E5%85%B8%E6%AD%A3%E3%80%90%E8%A8%B3%E3%80%91


２　個人

（重量資本主義と軽量資本主義

免許・車アリ　ほか）

３　時間／空間

（見知らぬ者が知見らぬ者と出会うとき

嘔吐的空間、食人的空間、非空間、空虚な空間　ほか）

４　仕事

（歴史の進歩と信頼

労働の発生と衰退　ほか）

５　共同体

（民族主義第二型

類似による統一性か、差異による統一性か　ほか）





 

流体感覚

吉福 伸逸【著】

雲母書房（1999/04 発売）

サイズ B6 判／ページ数 309p／高さ 20cm

ISBN：9784876720699

NDC 分類：140.4

価格： 2,100（税込）

                     (ebook)

   ebook/140/流体感覚.pdf

内容説明

魂の航海術。繊細で野性的な６つの対話。

目次

１　アルタード・ステイツと自己編集

（松岡正剛）

２　情報と身体

（松岡正剛）

３　自己について

（見田宗介）

４　愛とエゴイズム

（見田宗介）

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%90%89%E7%A6%8F+%E4%BC%B8%E9%80%B8
file:///X:/ebook/140/%E6%B5%81%E4%BD%93%E6%84%9F%E8%A6%9A.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E9%9B%B2%E6%AF%8D%E6%9B%B8%E6%88%BF
https://www.amazon.co.jp/dp/487672069X?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784876720699
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E6%B5%81%E4%BD%93%E6%84%9F%E8%A6%9A
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784876720699
https://www.google.co.jp/search?q=%E6%B5%81%E4%BD%93%E6%84%9F%E8%A6%9A
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E6%B5%81%E4%BD%93%E6%84%9F%E8%A6%9A+%E5%90%89%E7%A6%8F%E4%BC%B8%E9%80%B8


５　トランスパーソナルをめぐって

（中沢新一）

６　日本人の霊性―シャーマニズムと仏教

（中沢新一）

出版社内容情報

トランスパーソナルを日本に導入、70～80 年代にかけての精

神世界ブームの立役者だった著者による対談集。松岡正剛、

見田宗介、中沢新一の３氏との対談を２本ずつ収録。近代、

身体、霊性などが縦横に語られているが、オウムとその時代

を考える上で重要な本である。

アルタード・ステイツと自己編集

対談者・松岡正剛

情報と身体

対談者・松岡正剛

自己について

対談者・見田宗介

愛とエゴイズム

対談者・見田宗介

トランスパーソナルをめぐって

対談者・中沢新一

日本人の霊性～シャーマニズムと仏教

対談者・中沢新一



日本の精神世界シーンを常にリードしてきた著者が久々に放

つ過激な一撃。世紀末ニッポンを覆う魂の危機と、21 世紀に

むけた新しい「流体的知性」のヴィジョンを熱く語り合う。





 

現代社会の理論―情報化・消費化社会の現在と

未来

見田 宗介【著】

岩波書店（1996/10 発売）

サイズ 新書判／ページ数 188p／高さ 18cm

ISBN：9784004304654

NDC 分類：361

価格： 735（税込）

岩波新書

                     (ebook)

   ebook/361/現代社会の理論―情報化・消費化社会の現

在と未来.pdf

内容説明

「ゆたかな社会」のダイナミズムと魅力の根拠とは何か。同時

に、この社会の現在ある形が生み出す、環境と資源の限界、

「世界の半分」の貧困といった課題をどう克服するか。現代社

会の「光」と「闇」を、一貫した理論の展開で把握しながら、情

報と消費の概念の透徹を通して、“自由な社会”の可能性を

開く。社会学最新の基本書。

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E8%A6%8B%E7%94%B0+%E5%AE%97%E4%BB%8B
file:///X:/ebook/361/%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E2%80%95%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8C%96%E3%83%BB%E6%B6%88%E8%B2%BB%E5%8C%96%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%8F%BE%E5%9C%A8%E3%81%A8%E6%9C%AA%E6%9D%A5.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
https://www.amazon.co.jp/dp/4004304652?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784004304654
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E2%80%95%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8C%96%E3%83%BB%E6%B6%88%E8%B2%BB%E5%8C%96%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%8F%BE%E5%9C%A8%E3%81%A8%E6%9C%AA%E6%9D%A5
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784004304654
https://www.google.co.jp/search?q=%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E2%80%95%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8C%96%E3%83%BB%E6%B6%88%E8%B2%BB%E5%8C%96%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%8F%BE%E5%9C%A8%E3%81%A8%E6%9C%AA%E6%9D%A5
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E2%80%95%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8C%96%E3%83%BB%E6%B6%88%E8%B2%BB%E5%8C%96%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%8F%BE%E5%9C%A8%E3%81%A8%E6%9C%AA%E6%9D%A5+%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B


目次

１　情報化／消費化社会の展開―自立システムの形成

（新しい蜜蜂の寓話―管理システム／消費のシステム

デザインと広告とモード―情報化としての消費化　ほか）

２　環境の臨界／資源の臨界―現代社会の「限界問題」１

（『沈黙の春』

水俣　ほか）

３　南の貧困／北の貧困―現代社会の「限界問題」２

（限界の転移。遠隔化／不可視化の機制

「豊かな社会」がつくりだす飢え　ほか）

４　情報化／消費化社会の転回―自立システムの透徹

（「それでも最も魅力的な社会」？

消費のコンセプトの二つの位相　ほか）

出版社内容情報

「ゆたかな社会」のダイナミズムと魅力の根拠とは何か．同時

に，この社会の現在ある形が生み出す，環境と資源の限界，

「世界の半分」の貧困といった課題をどう克服するか．現代社

会の「光」と「闇」を，一貫した理論の展開で把握しながら，情

報と消費の概念の透徹を通して，〈自由な社会〉の可能性を

開く．社会学最新の基本書．





 

資本主義という謎―「成長なき時代」をどう生きる

か

水野 和夫/大澤 真幸【著】

ＮＨＫ出版（2013/02 発売）    ＮＨＫ出版新書

サイズ 新書判／ページ数 317p／高さ 18cm

ISBN：9784140884003

NDC 分類：332.06

価格： 903（税込）

                     (ebook)

   ebook/332/資本主義という謎―「成長なき時代」をどう生

きるか.pdf

内容説明

なぜ西洋で誕生したのか？なぜ支配的なシステムになりえた

のか？―経済事象のみならず、私たちの生き方をも規定して

いる資本主義。その本質について、一六世紀からの歴史を

ふまえ、宗教・国家・個人との関係にいたるまで徹底討論。は

たして「成長」がなくとも幸福で活力のある社会を構築するこ

とはできるのか。世界経済の潮流を見据え、未来を展望する

スリリングな討論。

目次

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%B0%B4%E9%87%8E+%E5%92%8C%E5%A4%AB
file:///X:/ebook/332/%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E8%AC%8E%E2%80%95%E3%80%8C%E6%88%90%E9%95%B7%E3%81%AA%E3%81%8D%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%80%8D%E3%82%92%E3%81%A9%E3%81%86%E7%94%9F%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%8B.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%EF%BC%AE%EF%BC%A8%EF%BC%AB%E5%87%BA%E7%89%88
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%A4%A7%E6%BE%A4+%E7%9C%9F%E5%B9%B8
https://www.amazon.co.jp/dp/4140884002?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784140884003
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E8%AC%8E%E2%80%95%E3%80%8C%E6%88%90%E9%95%B7%E3%81%AA%E3%81%8D%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%80%8D%E3%82%92%E3%81%A9%E3%81%86%E7%94%9F%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%8B
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784140884003
https://www.google.co.jp/search?q=%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E8%AC%8E%E2%80%95%E3%80%8C%E6%88%90%E9%95%B7%E3%81%AA%E3%81%8D%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%80%8D%E3%82%92%E3%81%A9%E3%81%86%E7%94%9F%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%8B
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E8%AC%8E%E2%80%95%E3%80%8C%E6%88%90%E9%95%B7%E3%81%AA%E3%81%8D%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%80%8D%E3%82%92%E3%81%A9%E3%81%86%E7%94%9F%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%8B+%E6%B0%B4%E9%87%8E%E5%92%8C%E5%A4%AB%2B%E5%A4%A7%E6%BE%A4%E7%9C%9F%E5%B9%B8


第１章　なぜ資本主義は普遍化したのか？

第２章　国家と資本主義

第３章　長い二一世紀と不可能性の時代

第４章　成長なき資本主義は可能か？

第５章　「未来の他者」との幸福論





 

最後の資本主義

ライシュ，ロバート・Ｂ．【著】〈Ｒｅｉｃｈ，Ｒｏｂｅｒｔ　Ｂ．〉/雨宮 寛

/今井 章子【訳】

東洋経済新報社（2016/12 発売）

サイズ B6 判／ページ数 346,／高さ 20cm

ISBN：9784492444405

NDC 分類：332.06

価格： 2,376

                     (ebook)

   ebook/332/最後の資本主義.pdf

内容説明

中間層の消滅を警告し続けた経済学者、米国の良心、絶望

と希望を語る。「トランプ誕生！」の深層。

目次

第１部　自由市場

（支配的な見方

資本主義の五つの構成要素

自由と権力　ほか）

第２部　労働と価値

（能力主義という神話

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%83%AD%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%EF%BC%A2%EF%BC%8E
file:///X:/ebook/332/%E6%9C%80%E5%BE%8C%E3%81%AE%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9.pdf
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E7%B5%8C%E6%B8%88%E6%96%B0%E5%A0%B1%E7%A4%BE
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E4%BB%8A%E4%BA%95+%E7%AB%A0%E5%AD%90
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E9%9B%A8%E5%AE%AE+%E5%AF%9B
https://www.amazon.co.jp/dp/4492444408?tag=nbooks-22
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784492444405
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E6%9C%80%E5%BE%8C%E3%81%AE%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784492444405
https://www.google.co.jp/search?q=%E6%9C%80%E5%BE%8C%E3%81%AE%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9+
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E6%9C%80%E5%BE%8C%E3%81%AE%E8%B3%87%E6%9C%AC%E4%B8%BB%E7%BE%A9+


ＣＥＯ報酬の隠れた仕組み

ウォール街の高額報酬のカラクリ　ほか）

第３部　拮抗勢力

（ここまでのまとめ

資本主義に対する脅威

拮抗力の衰退　ほか）

著者紹介

ライシュ，ロバート・Ｂ．［ライシュ，ロバートＢ．］ ［Ｒｅｉｃｈ，Ｒｏ

ｂｅｒｔ　Ｂ．］

１９４６年、ペンシルバニア州に生まれる。ハーバード大学教

授、ブランダイス大学教授などを経て、現在、カリフォルニア

大学バークレー校公共政策大学院教授。ビル・クリントン政

権での労働長官をはじめ３つの政権に仕えたほか、オバマ大

統領のアドバイザーも務めた。雑誌『アメリカン・プロスペクト』

の共同創立編集人であり、市民団体「コモン・コーズ」会長を

務める。２００３年、経済・社会思想における先駆的業績によ

りバーツラフ・ハベル財団賞受賞

雨宮寛［アメミヤヒロシ］ 

コーポレートシチズンシップ代表取締役。コロンビア大学ビジ

ネススクール経営学修士およびハーバード大学ケネディ行政

大学院行政学修士。モルガン・スタンレーおよびクレディスイ

スにおいて資産運用商品の商品開発を担当。２００６年コー

ポレートシチズンシップを創業。明治大学公共政策大学院兼

任講師、法政大学現代福祉学部兼任講師。ＤＷＭアセットマ

ネジメント日本代表。ＣＦＡ協会認定証券アナリスト。ＮＰＯ法

人ハンズオン東京副代表理事。日本Ｂコーポレーション推進

支援委員会



今井章子［イマイアキコ］ 

昭和女子大学教授。コーポレートシチズンシップ取締役。

ハーバード大学ケネディ行政大学院行政学修士。英文出版

社にて外交評論誌の編集に携わる。ジョンズホプキンス大学

ライシャワー東アジア研究所客員研究員、東京大学法学政

治学研究科客員研究員等を経た後、政策シンクタンクにて提

言などの国内外への広報、海外専門家との政策対話、ＣＳＲ

研究などに従事。現在、昭和女子大学グローバルビジネス

学部ビジネスデザイン学科教授として、グローバル化による

社会課題やリーダーシップの在り方、ＣＳＲ

（企業の社会的責任）などについて研究している

（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたも

のです）

出版社内容情報

「働く」ことの対価はますます小さくなり、稼げるのは資本のみ

になってしまう世界における、ライシュの提案する新しい資本

主義の形　ライシュの提案する、新しい資本主義の形。政府

か市場か、の二者択一ではなく、市場メカニズムの根幹とな

る市場のルールを見直すことで、資本主義を壊すことなく、サ

ステナブルな資本主義を構築できる。

　市場メカニズムのルール自体が、勝者だけが勝ち続け、富

が一方的に上方に移動するような仕組みになっている。ここ

にメスを入れずして、ゲーム終了時の所得再分配の率だけを

議論しても意味がない。ルールそのものを、そして資本主義

そのものを、一部の勝者のためだけに利するものではなく、

大勢の人が生き残っていけるようなものにしていこう。

　このままでは、人間の働くことの価値はますます小さくなり、



稼ぐことのできるものは資本のみとなってしまう。技術が発達

し、ロボットがどんなにすばらしい財・サービスを提供できても、

それを買うことのできる層は消滅する。そしてロボットが代替

するのは単純労働だけではないのだ。頭脳労働でさえも、ロ

ボットにとって代わられる時代が来ている。

　今こそ、新しいルールの下で資本主義を立て直さなければ

ならない。そうでないと、資本主義はその土台部分から壊れ

てしまう。

はじめに

第１部　自由市場

　第１章　支配的な見方／第２章　資本主義の五つの構成要

素／第３章　自由と権力／第４章　新しい時代の所有権／第

５章　新しい時代の独占の形／第６章　新しい時代の契約の

形／第７章　新しい時代の倒産の形／第８章　執行のメカニ

ズム／第９章　まとめ??市場メカニズム全般

第２部　労働と価値

　第１０章　能力主義という神話／第１１章　ＣＥＯ報酬の隠れ

た仕組み／第１２章　ウォール街の高額報酬のカラクリ／第

１３章　弱まる中間層の交渉力／第１４章　ワーキング・プア

の台頭／第１５章　働かないお金持ちの台頭

第３部　拮抗勢力

　第１６章　ここまでのまとめ／第１７章　資本主義に対する

脅威／第１８章　拮抗力の衰退／第１９章　拮抗力を取り戻

せ／第２０章　下位層から上位層への「事前配分」に終止符

を打つ／第２１章　企業を改革する／第２２章　ロボットが

取って代わるとき／第２３章　市民の遺産／第２４章　新しい

ルール
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訳者あとがき

巻末注

索引

ロバート・Ｂ・ライシュ［ロバート ビー ライシュ］

ロバート・Ｂ・ライシュ

カリフォルニア大学バークレー校教授

1946 年、ペンシルバニア州に生まれる。ハーバード大学教授

などを経て、現在、カリフォルニア大学バークレー校公共政

策大学院教授。クリントン政権での労働長官をはじめ三つの

政権に仕えたほか、オバマ大統領のアドバイザーも務めた。

著書は『ザ・ワーク・オブ・ネーションズ』、『暴走する資本主

義』など多数。雑誌『ニューヨーカー』、『アトランティック』や、

『ニューヨーク・タイムズ』、『ワシントン・ポスト』、『ウォールス

トリート・ジャーナル』各紙への寄稿多数。雑誌『アメリカン・プ

ロスペクト』の共同創立編集人。2008 年、『タイム』誌の「最も

業績を収めた 20世紀の閣僚 10人」の１人に選ばれたほか、

『ウォールストリート・ジャーナル』紙で「最も影響力のある経

営思想家２０人」にも選出された。2013 年、ライシュ自身をモ

チーフにして制作された映画『みんなのための資本論』

（ジェイコブ・コーンブルース監督）が、サンダンス映画祭ド

キュメンタリー部門にて審査員特別賞を受賞。2014 年、アメ

リカ芸術科学アカデミーのフェローに選ばれる。

雨宮 寛［アメミヤ ヒロシ］

雨宮　寛

（アメミヤ ヒロシ）



コーポレートシチズンシップ代表取締役

コーポレートシチズンシップ代表取締役

コロンビア大学ビジネススクール経営学修士およびハーバー

ド大学ケネディ行政大学院行政学修士。モルガン・スタンレー

およびクレディスイスにおいて資産運用商品の商品開発を担

当。2006 年コーポレートシチズンシップを創業。明治大学公

共政策大学院兼任講師、法政大学現代福祉学部兼任講師。

DWMアセットマネジメント日本代表。CFA協会認定証券アナ

リスト。NPO法人ハンズオン東京副代表理事。日本 Bコーポ

レーション推進支援委員会。今井章子氏との共訳書に『あな

たのＴシャツはどこから来たのか？』ピエトラ・リボリ著、『金融

恐慌 1907』ロバート・F・ブルナー／ショーン・D・カー著、『暴

走する資本主義』『余震』『格差と民主主義』ロバート・B・ライ

シュ著

（以上、東洋経済新報社）など多数。

今井 章子［イマイ アキコ］

今井　章子

（イマイ アキコ）

昭和女子大学教授、コーポレートシチズンシップ取締役

昭和女子大学教授　コーポレートシチズンシップ取締役

ハーバード大学ケネディ行政大学院行政学修士。英文出版

社にて外交評論誌の編集に携わる。ジョンズホプキンス大学

ライシャワー東アジア研究所客員研究員、東京大学法学政

治学研究科客員研究員等を経た後、政策シンクタンクにて提

言などの国内外への広報、海外専門家との政策対話、CSR

研究などに従事。現在、昭和女子大学グローバルビジネス

学部ビジネスデザイン学科教授として、グローバル化による

社会課題やリーダーシップの在り方、CSR

（企業の社会的責任）などについて研究している。雨宮寛氏



との共訳書に、『あなたのＴシャツはどこから来たのか？』ピ

エトラ・リボリ著、『金融恐慌 1907』ロバート・F・ブルナー／

ショーン・D・カー著、『暴走する資本主義』『余震』『格差と民

主主義』ロバート・B・ライシュ著

（以上、東洋経済新報社）など多数。





 

グローバル定常型社会―地球社会の理論のため

に

広井 良典【著】

岩波書店（2009/01 発売）

サイズ B6 判／ページ数 222p／高さ 20cm

ISBN：9784000226233

NDC 分類：364

                     (ebook)

   ebook/364/グローバル定常型社会―地球社会の理論の

ために.pdf

内容説明

環境問題が深刻化し、またグローバル化の進展にともなって

格差が拡大するなかで、地球規模での福祉社会の実現をい

かにしてめざすのか。本書は、有限な地球社会において持続

可能な福祉社会の実現をはかるには、経済成長を絶対的な

目標としない、環境・福祉・経済を統合した新たな社会モデル

を構築することこそが必要であるとして、「グローバル定常型

社会」という新しい世界像を提示し、かつローカルなレベルか

らの実現の方途を示す。今後人類社会が選択すべき道筋を

提起する、すぐれた理論的かつ文明史的考察。

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%BA%83%E4%BA%95+%E8%89%AF%E5%85%B8
file:///X:/ebook/364/%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E5%AE%9A%E5%B8%B8%E5%9E%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E2%80%95%E5%9C%B0%E7%90%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB.pdf
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
https://www.amazon.co.jp/dp/4000226231?tag=nbooks-22
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784000226233
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E5%AE%9A%E5%B8%B8%E5%9E%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E2%80%95%E5%9C%B0%E7%90%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784000226233
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E5%AE%9A%E5%B8%B8%E5%9E%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E2%80%95%E5%9C%B0%E7%90%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB+
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E5%AE%9A%E5%B8%B8%E5%9E%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E2%80%95%E5%9C%B0%E7%90%83%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E7%90%86%E8%AB%96%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB+


目次

第１章　持続可能な福祉社会―数十年の視座から

（環境‐福祉‐経済

定常型モデルの可能性　ほか）

第２章　グローバル・システム―数百年の視座から

（自由貿易と「公‐共‐私」

不等価交換とエコロジー　ほか）

第３章　風土／開放定常系―数千年～数億年の視座から

（拡大型文明と定常型文明

空間・地理の優位へ）

第４章　グローバル定常型社会へ―ローカルからの出発

（「グローバル・ミニマム」はあるか

「ローカルからグローバルへ」の全体構造）

著者紹介

広井良典［ヒロイヨシノリ］

千葉大学法経学部教授。専攻は公共政策及び科学哲学。１

９６１年生まれ。東京大学教養学部卒業

（科学史・科学哲学専攻）、同大学院総合文化研究科修士課

程修了

（相関社会科学専攻）。厚生省勤務を経て、１９９６年千葉大

学法経学部助教授。２００３年より現職。この間２００１‐０２年

マサチューセッツ工科大学

（ＭＩＴ）客員研究員。２００８年山崎賞受賞。著書に、『日本の

社会保障』

（エコノミスト賞受賞、岩波新書）、『アメリカの医療政策と日

本』

（吉村賞受賞）などがある



（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたも

のです）





 

社会学入門―人間と社会の未来

見田 宗介【著】

岩波書店（2006/04 発売）

サイズ 新書判／ページ数 215p／高さ 18cm

ISBN：9784004310099

NDC 分類：361

価格： 819（税込）

岩波新書

                     (ebook)

   ebook/361/社会学入門―人間と社会の未来.pdf

内容説明

「人間のつくる社会は、千年という単位の、巨きな曲り角にさ

しかかっている」―転換の時代にあって、世界の果て、歴史

の果てから「現代社会」の絶望の深さと希望の巨大さとを共

に見晴るかす視界は、透徹した理論によって一気にきりひら

かれる。初めて関心をもつ若い人にむけて、社会学の「魂」と

理論の骨格を語る、基本テキスト。

目次

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E8%A6%8B%E7%94%B0+%E5%AE%97%E4%BB%8B
file:///X:/ebook/361/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E5%85%A5%E9%96%80%E2%80%95%E4%BA%BA%E9%96%93%E3%81%A8%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E6%9C%AA%E6%9D%A5.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
https://www.amazon.co.jp/dp/4004310091?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784004310099
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E5%85%A5%E9%96%80%E2%80%95%E4%BA%BA%E9%96%93%E3%81%A8%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E6%9C%AA%E6%9D%A5
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784004310099
https://www.google.co.jp/search?q=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E5%85%A5%E9%96%80%E2%80%95%E4%BA%BA%E9%96%93%E3%81%A8%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E6%9C%AA%E6%9D%A5
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6%E5%85%A5%E9%96%80%E2%80%95%E4%BA%BA%E9%96%93%E3%81%A8%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E6%9C%AA%E6%9D%A5+%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B


序　越境する知―社会学の門

１　鏡の中の現代社会―旅のノートから

２　「魔のない世界」―「近代社会」の比較社会学

３　夢の時代と虚構の時代―現代日本の感覚の歴史

４　愛の変容／自我の変容―現代日本の感覚変容

５　二千年の黙示録―現代世界の困難と課題

６　人間と社会の未来―名づけられない革命

補　交響圏とルール圏―「自由な社会」の骨格構成



 



定本　見田宗介著作集〈７〉未来展望の社会学

見田 宗介【著】

岩波書店（2012/04 発売）

サイズ B6 判／ページ数 203p／高さ 20cm

ISBN：9784000284875

NDC 分類：361.08

価格： 2,268

                     (ebook)

   ebook/361/定本　見田宗介著作集〈７〉未来展望の社会

学.pdf

内容説明

日本を代表する社会学者の仕事の全貌を示す、初にして待

望の決定版著作集。「見田社会学」と称される独自の世界を

創造した著者が、自身の全仕事を振り返り、重要な作品だけ

を精選してその精髄を体系的に示す。テクストに改訂を加え、

各巻に「定本解題」を収録する。

目次

人間と社会の未来

ユートピアの理論

価値空間と行動決定

二千年の黙示録―関係の絶対性の向こう側はあるか

コミューンと最適社会

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E8%A6%8B%E7%94%B0+%E5%AE%97%E4%BB%8B
file:///X:/ebook/361/%E5%AE%9A%E6%9C%AC%E3%80%80%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B%E8%91%97%E4%BD%9C%E9%9B%86%E3%80%88%EF%BC%97%E3%80%89%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6.pdf
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
https://www.amazon.co.jp/dp/4000284878?tag=nbooks-22
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784000284875
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E5%AE%9A%E6%9C%AC%E3%80%80%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B%E8%91%97%E4%BD%9C%E9%9B%86%E3%80%88%EF%BC%97%E3%80%89%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784000284875
https://www.google.co.jp/search?q=%E5%AE%9A%E6%9C%AC%E3%80%80%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B%E8%91%97%E4%BD%9C%E9%9B%86%E3%80%88%EF%BC%97%E3%80%89%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6+
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E5%AE%9A%E6%9C%AC%E3%80%80%E8%A6%8B%E7%94%B0%E5%AE%97%E4%BB%8B%E8%91%97%E4%BD%9C%E9%9B%86%E3%80%88%EF%BC%97%E3%80%89%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%B1%95%E6%9C%9B%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AD%A6+


交響圏とルール圏―「自由な社会」の重層構成

出版社内容情報

「予見するために見る」――社会学は未来展望の学として出

発したとは，社会学の祖オーギュスト・コントの言である．近

代から現代に至る社会を考察してきた著者が，社会学の原

点に立ち戻り，来たるべき社会を見はるかす．収録作品：「人

間と社会の未来」，「二千年の黙示録」，「ユートピアの理論」，

「価値空間と行動決定」，「コミューンと最適社会」，「交響圏と

ルール圏」





 

バタイユ入門

酒井 健【著】

筑摩書房（1996/09 発売）

サイズ 新書判／ページ数 254p／高さ 18cm

ISBN：9784480056818

NDC 分類：950.28

価格： 840（税込）

ちくま新書

                     (ebook)

   ebook/950/バタイユ入門.pdf

内容説明

聖なるものへの覚醒とはなにか。エロチシズムとはなにか。

熱き情念に突き動かされながら、人間の思考のあり方を問い、

その限界の彼方を指し示した人バタイユ。ヘーゲルを頂点と

する西欧文明における理性の体系に対し、彼は「非―知」「好

運」を看板に掲げて果敢に戦いを挑みつづけた。現代のヨー

ロッパはいまだ彼が投げかけた問いのなかにあるといえるだ

ろう。そこにバタイユの思想を問う意味があるのだ。「死とエロ

チシズム」の思想家といわれて久しい彼の活動の全貌を新た

な視点から明快に解き明かす、若い読者のための入門書。

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E9%85%92%E4%BA%95+%E5%81%A5
file:///X:/ebook/950/%E3%83%90%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A6%E5%85%A5%E9%96%80.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E7%AD%91%E6%91%A9%E6%9B%B8%E6%88%BF
https://www.amazon.co.jp/dp/4480056815?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480056818
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%83%90%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A6%E5%85%A5%E9%96%80
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784480056818
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%83%90%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A6%E5%85%A5%E9%96%80
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%83%90%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A6%E5%85%A5%E9%96%80+%E9%85%92%E4%BA%95%E5%81%A5


目次

第１章　信仰と棄教

（生涯と作品

ベル・エポックと父親　ほか）

第２章　聖なるものと政治

（スペインからシュルレアリスムへ

『ドキュマン』時代の試み―低い唯物論　ほか）

第３章　極限へ

（「力への意志」から「好運への意志」へ

「非―知の哲学」　ほか）

第４章　明晰性の時代

（冷戦構造と核戦争―政治・経済の問題

文学の至高性　ほか）





 

僕らの社会主義

國分 功一郎/山崎 亮【著】

筑摩書房（2017/07 発売）    ちくま新書

サイズ 新書判／ページ数 231p／高さ 18cm

ISBN：9784480069733

NDC 分類：309.3

価格： 864

                     (ebook)

   ebook/309/僕らの社会主義.pdf

内容説明

社会が危機に瀕した時代にはいつも、大きな原則「グランド・

セオリー」が必要とされてきた。ならば今こそ、それが語られ

るべきなのではないか？二一世紀現代にも似た一九世紀イ

ギリスでは、数々の社会改革運動が起こった。当時の社会運

動家たちが思い描いたのは、有産階級以外の人々も美的に

豊かな生活を送れる社会だ。そこにあったのはマルクス主義

一辺倒になる前の「あったかもしれない社会主義」だ。「豊か

な生活」とは何を意味していたのか。自らがアクティヴィストで

もある気鋭の若手論客二人が語り合い、今の自分たちが描く

ことのできるグランド・デザインを提言する。

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%9C%8B%E5%88%86+%E5%8A%9F%E4%B8%80%E9%83%8E
file:///X:/ebook/309/%E5%83%95%E3%82%89%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%B8%BB%E7%BE%A9.pdf
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E7%AD%91%E6%91%A9%E6%9B%B8%E6%88%BF
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%B1%B1%E5%B4%8E+%E4%BA%AE
https://www.amazon.co.jp/dp/4480069739?tag=nbooks-22
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480069733
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E5%83%95%E3%82%89%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%B8%BB%E7%BE%A9
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784480069733
https://www.google.co.jp/search?q=%E5%83%95%E3%82%89%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%B8%BB%E7%BE%A9+
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E5%83%95%E3%82%89%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%B8%BB%E7%BE%A9+


目次

はじめに　ポストモダンの素敵な社会主義

第１部　いまこそ大きなスケールで―政治哲学編

第２部　あったかもしれない社会主義―故郷イギリス編

第３部　ディーセンシーとフェアネス―理念提言編

第４部　行政×地域×住民参加―民主主義・意思決定編

おわりに　社会主義をつまみ食いしませんか

著者紹介

國分功一郎［コクブンコウイチロウ］ 

１９７４年生まれ。東京大学大学院総合文化研究科博士課程

修了。博士

（学術）。現在、高崎経済大学経済学部准教授

山崎亮［ヤマザキリョウ］ 

１９７３年生まれ。ｓｔｕｄｉｏ‐Ｌ代表、東北芸術工科大学教授

（コミュニティデザイン学科長）。全国各地のまちづくり、住民

参加型の総合計画づくりなどに参画

（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたも

のです）

出版社内容情報

いま再びグランド・セオリーが必要とされているのではない

か？　マルクス主義とは別の「あったかもしれない社会主義」

の可能性について気鋭の論客が語り尽くす。





 

ユートピアだより

ウィリアム・モリス/松村達雄

岩波書店（1999/11 発売）

サイズ 文庫判／ページ数 392p／高さ 15cm

ISBN：9784003420119

NDC 分類：309.2

岩波文庫

                     (ebook)

   ebook/309/ユートピアだより.pdf

出版社内容情報

モリス

（1834‐1896）にとって美は人びとの実生活の中に実現されて

こそはじめて意味があった．本書で彼は社会主義者として未

来社会との対比という形で当時の資本制社会と機械文明に

対し痛烈な批判の矢を放つが，同時に美術家としてもその抱

いていた美と芸術の理想を豊かに描き出す．それがまたこの

物語に不思議な明るさを与える．

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%AA%E3%82%B9
file:///X:/ebook/309/%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%94%E3%82%A2%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%9B%B8%E5%BA%97
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%9D%BE%E6%9D%91%E9%81%94%E9%9B%84
https://www.amazon.co.jp/dp/400342011X?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784003420119
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%94%E3%82%A2%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784003420119
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%94%E3%82%A2%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%94%E3%82%A2%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A+%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%AA%E3%82%B9%2B%E6%9D%BE%E6%9D%91%E9%81%94%E9%9B%84




 

コミュニティ―安全と自由の戦場

バウマン，ジグムント【著】〈Ｂａｕｍａｎ，Ｚｙｇｍｕｎｔ〉/奥井 智

之【訳】

筑摩書房（2008/01 発売）

サイズ B6 判／ページ数 223p／高さ 20cm

ISBN：9784480867179

NDC 分類：361.7

価格： 2,730（税込）

                     (ebook)

   ebook/361/コミュニティ―安全と自由の戦場.pdf

内容説明

ゲートを鎖す勝ち組、監視カメラ、自警団、超ゲットー階層化

が加速し、囲い込みと排除が進む世界で安全と自由は幻か。

共同体の根幹を問う社会学的分析。

目次

序章　ようこそ、とらえどころのないコミュニティへ

第１章　タンタロスの苦悩

第２章　引き抜いて、植え付ける

第３章　撤退の時代―大転換第二段

第４章　成功者の離脱

http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%83%90%E3%82%A6%E3%83%9E%E3%83%B3%EF%BC%8C%E3%82%B8%E3%82%B0%E3%83%A0%E3%83%B3%E3%83%88
file:///X:/ebook/361/%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%81%A8%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%81%AE%E6%88%A6%E5%A0%B4.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E7%AD%91%E6%91%A9%E6%9B%B8%E6%88%BF
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%A5%A5%E4%BA%95+%E6%99%BA%E4%B9%8B
http://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%A5%A5%E4%BA%95+%E6%99%BA%E4%B9%8B
https://www.amazon.co.jp/dp/4480867171?tag=nbooks-22
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480867179
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%81%A8%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%81%AE%E6%88%A6%E5%A0%B4
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784480867179
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%81%A8%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%81%AE%E6%88%A6%E5%A0%B4
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E2%80%95%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%81%A8%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%81%AE%E6%88%A6%E5%A0%B4+%E3%83%90%E3%82%A6%E3%83%9E%E3%83%B3%EF%BC%8C%E3%82%B8%E3%82%B0%E3%83%A0%E3%83%B3%E3%83%88%2B%E5%A5%A5%E4%BA%95%E6%99%BA%E4%B9%8B%E3%80%90%E8%A8%B3%E3%80%91


第５章　コミュナリズムの二つの源泉

第６章　承認を受ける権利、再配分を受ける権利

第７章　多文化主義へ

第８章　はきだめ―ゲットー

第９章　多文化の共生か、人間性の共有か

終章　ケーキも食べればなくなる

出版社内容情報

ゲートを鎖す勝ち組、地域から離脱するエリート、監視カメラ、

自警団、増えるゲットー。階層化が加速する世界で安全と自

由は幻か。共同体の根幹を問う社会学的分析。





 

孤独なボウリング―米国コミュニティの崩壊と再生

パットナム，ロバート・Ｄ．【著】〈Ｐｕｔｎａｍ，Ｒｏｂｅｒｔ　Ｄ．〉/柴

内 康文【訳】

柏書房（2006/04 発売）

サイズ A5 判／ページ数 689p／高さ 22cm

ISBN：9784760129034

NDC 分類：361.7

価格： 7,344

                     (ebook)

   ebook/361/孤独なボウリング―米国コミュニティの崩壊と

再生.pdf

内容説明

つよいアメリカを支えた市民的つながりの減少は、いつ・どこ

で・なぜ起こったのか？様々な人と人のつながり＝社会関係

資本が、幸福な暮らしと健全な民主主義にとっていかに重要

かを膨大な調査データから立証した全米ベストセラー。

目次

第１部　序論

（米国における社会変化の考察）

第２部　市民参加と社会関係資本における変化

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%83%91%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%EF%BC%8C%E3%83%AD%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%EF%BC%A4%EF%BC%8E
file:///X:/ebook/361/%E5%AD%A4%E7%8B%AC%E3%81%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E2%80%95%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E5%B4%A9%E5%A3%8A%E3%81%A8%E5%86%8D%E7%94%9F.pdf
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&publisher-key=%E6%9F%8F%E6%9B%B8%E6%88%BF
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%9F%B4%E5%86%85+%E5%BA%B7%E6%96%87
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%9F%B4%E5%86%85+%E5%BA%B7%E6%96%87
https://www.amazon.co.jp/dp/4760129030?tag=nbooks-22
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784760129034
https://www.kosho.or.jp/public/book/aimaisearch.do?keyword=%E5%AD%A4%E7%8B%AC%E3%81%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E2%80%95%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E5%B4%A9%E5%A3%8A%E3%81%A8%E5%86%8D%E7%94%9F
http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784760129034
https://www.google.co.jp/search?q=%E5%AD%A4%E7%8B%AC%E3%81%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E2%80%95%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E5%B4%A9%E5%A3%8A%E3%81%A8%E5%86%8D%E7%94%9F
https://search.yahoo.co.jp/search;_ylt=?p=%E5%AD%A4%E7%8B%AC%E3%81%AA%E3%83%9C%E3%82%A6%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E2%80%95%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E5%B4%A9%E5%A3%8A%E3%81%A8%E5%86%8D%E7%94%9F+%E3%83%91%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%EF%BC%8C%E3%83%AD%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%EF%BC%A4%EF%BC%8E%2B%E6%9F%B4%E5%86%85%E5%BA%B7%E6%96%87%E3%80%90%E8%A8%B3%E3%80%91


（政治参加

市民参加　ほか）

第３部　なぜ？

（時間と金銭面のプレッシャー

移動性とスプロール　ほか）

第４部　それで？

（教育と児童福祉

安全で生産的な近隣地域　ほか）

第５部　何がなされるべきか？

（歴史からの教訓―金ぴか時代と革新主義時代

社会関係資本主義者の課題に向けて）

著者紹介

パットナム，ロバート・Ｄ．［パットナム，ロバートＤ．］［Ｐｕｔｎａ

ｍ，Ｒｏｂｅｒｔ　Ｄ．］

１９４１年米国ニューヨーク州ロチェスター生まれ。１９７０年に

イェール大学で学位取得。ミシガン大学を経て、現在ハー

バード大学教授。この間ハーバード大学ケネディ行政大学院

学長、米国政治学会会長等を歴任した。比較政治学、国際

関係を始め広範な領域で多数の編著書、論文を発表してい

る

柴内康文［シバナイヤスフミ］

１９７０年千葉市生まれ。１９９４年東京大学文学部卒、１９９

９年東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得。

現在同志社大学社会学部助教授。専門はメディア論・コミュ

ニケーション論

（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたも



のです）

出版社内容情報

著者の名を世界中に知らしめた名著の完全訳。ボウリング人

口は減っていないのに、社交としてのボウリングが激減した

のはなぜなのか。ご近所づきあい、地域・教会活動、学校行

事への参加などの人間関係を《社会関係資本 Social 

Capital》と位置づけ、米国コミュニティの特質と変遷を論じる、

トクヴィル以来の総合的米国社会論。トクヴィルが賛美した

「団結する力」に類似する、相互義務と行為への責任を内包

した社会関係資本。その多寡と民主主義の健全さの相関関

係を詳細に論じ、米国コミュニティにおける社会関係資本の

減少を膨大な調査と分析から立証した全米ベストセラー。情

報化社会の民主主義への影響も論じながら、米国の未来を

占う。日本(※)及び他国のコミュニティ分析にも有効であり、

比較指標として、いま世界中から注目を浴びている新しい社

会理論の模範的応用ケース。

※)すでに、内閣府国民生活局編『ソーシャル・キャピタル―

豊かな人間関係と市民活動の好循環を求めて』(国立印刷

局・2003 年）などの調査報告もある。

＝書評・紹介多数＝

◆鳥越皓之氏評「「する」から「見る」へ動いた現代人と現代

社会」

（エコノミスト、2006.5.30号）

◆竹内洋氏評「衰弱する社会関係資本」

（読売新聞、2006.5.28）

◆生井英考氏評「近隣共同体の衰退あぶり出す」



（日本経済新聞、2006.5.28）

◆匿名氏評「失われつつある市民の「絆」」

（日経ビジネス、2006.5.29号）

◆佐藤卓己氏評「「心の中」と現実に落差　つながり豊かなふ

るさと」

（中国新聞、2006.6.11）

◆山田昌弘氏評「人の「つながり」追求」

（福島民報、2006.6.10、秋田魁新報・北国新聞・山陽新聞・山

陰中央新報・南日本新聞、2006.6.11、沖縄タイムス、

2006.6.17、京都新聞・徳島新聞、2006.6.18、四国新聞、

2006.6.24、岐阜新聞・神戸新聞、2006.6.25、新潟日報・静岡

新聞・中国新聞・長崎新聞・熊本日日新聞、2006.7.2、東奥日

報、2006.7.9)

◆匿名氏評「米国人がコミュニティー参加をやめた理由」

（日刊ゲンダイ、2006.6.24）

◆渡辺靖氏評「アメリカ社会はどうなってしまうのか」

（図書新聞、2006.7.8）

◆「今週の８冊」

（読売ウィークリー、2006.7.9）

◆柴山桂太氏評「コミュニティ衰弱の原因を探る」

（表現者、2006.7）

◆新刊紹介

（都市政策、2006.7）

◆山下範久氏評「社会関係資本失った米国、回復への道を

探る」

（週刊東洋経済、2006.7.15）

★☆★☆好評３刷・実売５０００部突破ラインで近接交戦

中!!･･･vs世間(2009 年 1月現在)☆★☆★







 

サードプレイス―コミュニティの核になる「とびきり

居心地よい場所」

オルデンバーグ，レイ【著】〈Ｏｌｄｅｎｂｕｒｇ，Ｒａｙ〉/忠平 美幸

【訳】/モラスキー，マイク【解説】〈Ｍｏｌａｓｋｙ，Ｍｉｃｈａｅｌ〉

みすず書房（2013/10 発売）

サイズ B6 判／ページ数 480,／高さ 20cm

ISBN：9784622077800

NDC 分類：361.78

価格： 4,536

                     (ebook)

   ebook/361/サードプレイス―コミュニティの核になる「とび

きり居心地よい場所」.pdf

内容説明

居酒屋、カフェ、本屋、図書館…情報・意見交換の場、地域

活動の拠点として機能する“サードプレイス”の概念を社会学

の知見から多角的に論じた書、待望の邦訳。

目次

第１部

（アメリカにおける場所の問題

サードプレイスの特徴

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%82%AA%E3%83%AB%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B0%EF%BC%8C%E3%83%AC%E3%82%A4
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https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%BF%A0%E5%B9%B3+%E7%BE%8E%E5%B9%B8
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https://www.amazon.co.jp/dp/4622077809?tag=nbooks-22
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http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/DocDetail?txt_isbn=9784622077800
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個人が受ける恩恵

もっと良いこと）

第２部

（ドイツ系アメリカ人のラガービール園

メインストリート

イギリスのパブ

フランスのカフェ

アメリカの居酒屋

古典的なコーヒーハウス）

第３部

（厳しい環境

男女とサードプレイス

若者を締め出すということ

めざすは、よりよい時代…と場所）

著者紹介

オルデンバーグ，レイ［オルデンバーグ，レイ］ ［Ｏｌｄｅｎｂｕｒｇ，

Ｒａｙ］

１９３２年生まれ。アメリカの都市社会学者。西フロリダ大学

社会学部名誉教授。州立マンカト大学

（現・ミネソタ州立大学マンカト校）で英語と社会科の学士号、

ミネソタ大学で社会学の修士号および博士号を取得。ネヴァ

ダ大学、州立スタウト大学

（現・ウィスコンシン州立大学スタウト校）、ミネソタ大学を経て

１９７１年から２００１年まで西フロリダ大学で教鞭をとる。過

去には小学校・中学・高校の教諭や米国陸軍医療部隊の歯

科技工士として働いた経験もある。“サードプレイス”づくりに

取り組む国内外の行政や企業、市民のコンサルタントとして

も活躍



忠平美幸［タダヒラミユキ］ ［Ｍｏｌａｓｋｙ，Ｍｉｃｈａｅｌ］

１９６２年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。早稲田大学

図書館司書を経て現在は翻訳者

モラスキー，マイク［モラスキー，マイク］ 

１９５６年アメリカ・セントルイス生まれ。シカゴ大学大学院東

アジア言語文明研究科博士課程修了

（日本文学）。学術博士。専攻は戦後日本文化史。ミネソタ大

学アジア言語文学部教授、一橋大学社会学研究科教授を経

て、２０１３年９月より早稲田大学国際学術院教授。日本の戦

後文化、ジャズやブルースを中心とする音楽文化論、東京論、

そして喫茶店や居酒屋のような都市空間をテーマに研究活

動を行う。著書に、『戦後日本のジャズ文化』

（青土社、２００５／サントリー学芸賞受賞）など

（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたも

のです）

出版社内容情報

今日のコミュニティ論におけるキーワード「サードプレイス」。

その社会学的概念と意義を論述し、広く一般に知らしめた本

の待望の邦訳

今日のコミュニティ論におけるキーワード「サードプレイス

（第三の場）」。第一の場＝家、第二の場＝職場・学校の中間

的位置にあり、そこでは役割を持たない匿名の人としてもふ

るまえて、くつろげる場所のこと。具体的には、町の飲食店だ。

この概念の社会学的意義を論述し、広く一般の人々の賛同

を集めた著書の待望の邦訳。解説は、マイク・モラスキー氏。
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ことばの起源―猿の毛づくろい、人のゴシップ

ダンバー，ロビン【著】〈Ｄｕｎｂａｒ，Ｒｏｂｉｎ〉/松浦 俊輔/服部 

清美【訳】

青土社（1998/11 発売）

サイズ B6 判／ページ数 292,／高さ 20cm

ISBN：9784791756681

NDC 分類：469

                     (ebook)

   ebook/469/ことばの起源―猿の毛づくろい、人のゴシッ

プ.pdf

内容説明

猿の集団が大きくなって「毛づくろい」ができなくなったとき、

それに代わるコミュニケーション手段として生まれたのが人

間の「ゴシップ＝言語」だった―生物学、脳生理学、人類学、

心理学などの最新成果を踏まえ５００万年を鳥瞰し、ことばの

進化の歴史を根底から覆す。
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